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【国際学会一般講演】 

１. Kazuo Kuwata, A quantum clinic to revolutionize the intirnal medicine and surgery 

based on the thermodynamical principles, The 9th International Meeting on 

Biomolecules under Pressure(IMBP 2017),  August 21-24, 2017, 青蓮会館 Kyoto, 

Japan 

 

【報告会】 

１. 本田諒：安定化シャペロンと不安定化シャペロン プリオン病のサーベイランスと感染

予防に関する調査研究班 研究報告会 2018年 1月 15日 アルカディア市ヶ谷 

２. 桑田一夫：プリオン病のサーベランスと感染予防に関する調査研究班 研究報告会及び

サーベランス・JACOP運営委員会 2018年 2月 8日 アルカディア市ヶ谷 

３. 桑田一夫：2017 年度難治性疾患実用化研究合同成果報告会 2018 年 2 月 9 日 10:00

～18:00 パシフィコ横浜 

 

【報道】 

１. （学内取材、新聞掲載）「プリオン病新薬開発桑田シニア教授着々」朝日新聞朝刊 2017

年 5月 4日 

 

【特許】 

１. Kazuo Kuwata：MALEIC ACID SALT OF ANTI-PRION COMPOUND, METHOD 

FOR PRODUCING. THE SAME AND PHAMACEUTICAL COMPOSITION OF THE 

SAME；Nov. 7, 2017(US 9,809,563 B2) 


